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１．はじめに 

 日本国内には 108 の活火山が分布し，近年では，2000
年に有珠山や三宅島，2011年に新燃岳で噴火した．有珠山

の噴火時には火山噴火ハザードマップが役立ち，火山学者

の適切な指導もあって早期避難を成功させた．このように，

火山噴火に対してハザードマップを作成し，これらを周知

するとともに火山噴火時の行動計画を明確にすることで少

なくとも人命を守ることができる可能性が高いことが明ら

かになった． 
 このような知見から火山噴火時に発生が想定される火山

災害の被害をできる限り軽減（減災）するために緊急時に

実施する火山防災対策のうち、国及び都道府県の砂防部局

が実施する対策の計画策定を行うことが示された 1)．本報

告では，磐梯山での火山噴火緊急減災砂防計画策定に向け

た検討の中間報告を行う． 
 
２．磐梯山火山噴火シナリオ・土砂移動シナリオ 

 国内の火山が全て同じ様な噴火形態ではなく，それぞれ

の火山において噴火形態が異なる．そのため，磐梯山での

火山噴火について調査し，火山噴火に関する記録は少ない

がマグマ噴火と水蒸気噴火の2種類が確認された（表-1）．

確認された火山噴火と土砂移動実績を基に，磐梯山での火

山噴火基本シナリオ（イベントツリー）を作成した（図-1）．

作成した火山噴火シナリオを基に、火山噴火を水蒸気噴火

（小規模・大規模）とマグマ噴火の3つに分類し，土砂移

動現象では，噴石，降灰，火砕サージ，火口噴出型泥流，

融雪型火山泥流，降灰後の火山泥流を対象に検討を行った．

なお，山体崩壊と山体崩壊や大規模な土石流等が猪苗代湖

に流入した際に発生すると推測される津波現象については

今回検討の対象としていない. 
 

表-1 磐梯山での火山噴火と土砂移動実績 

 

 
図-1 磐梯山での火山噴火基本シナリオ（イベントツリー） 

 
３．噴火に伴う土砂移動現象の検討 

 本報告では，検討された想定される火山噴火火口，火山

噴火に伴う降灰，降灰後の土石流について報告する． 
 
3.1 想定される火山噴火火口 

 磐梯山では平成 12 年度に磐梯山砂防計画（案）がとり

まとめられており，上記計画（案）では銅沼（あかぬま）

火口と沼ノ平火口の2箇所を想定噴火火口としていた．本

検討では，磐梯山での噴火火口に関する既往研究成果
2),3),4),5),6),7)を再度調査するとともに空中写真や現地調査に

より噴火火口の範囲について検討を行い，噴火火口範囲の

設定を行った（図-1）． 
 

 
図-1 磐梯山での想定噴火火口 

 
3.2 降灰 

 火山噴火に伴う降灰の影響範囲は，移流拡散モデル

（Tephra2）を用いた 8)．計算に与える気象データは，磐

現象 分類 過去の事例

大規模噴火 5万年前

小規模噴火 9500年前

大規模噴火 1888年噴火
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巨大崩壊 1888年小磐梯山崩壊
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継続的な土石流 不明
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火口噴出型泥流）

山体崩壊（岩屑なだれ、
二次泥流）

土石流
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1万年前より古い（既往文献および地形より推定）

火口から500mの等距離線（水蒸気噴火による火口）

マグマ噴火による火口（大磐梯活動期の推定火口位置）
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想定火口
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2000年に発生した微動の震源分布
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梯山に最も近い高層気象観測データ（仙台観測所）の1988
年～2008 年（20 年間）を用いた．風向は高層気象観測デ

ータ（仙台観測所）を高度別に整理し，全季節を通して西

風が卓越していたため計算には西風を与えて計算した．噴

煙の高さは，小規模水蒸気噴火で火口からの噴煙高度

5,000m，水蒸気噴火とマグマ噴火で火口からの噴煙高度

7,000ｍとした（表-2）．総噴出量は小規模水蒸気噴火で20
億kg，水蒸気噴火とマグマ噴火で600億kgを与えた（表

-2）．また，計算開始点は想定した噴火火口範囲の中心から

計算した． 
 降灰による影響範囲は，計算された結果から360度全て

の方向に同様の降灰が発生した場合を想定して設定した．

磐梯山の地域は積雪寒冷地域であるため夏季と冬季に分け

て検討し，計算は風速を考慮して夏季は8月（最も風速が

小さい），冬季は12月（最も風速が大きい）2 時期を対象

に行った（図-2）． 
 

表-2 降灰の計算条件8) 

 
 

 
図-2 噴火に伴う降灰の計算結果（水蒸気噴火とマグマ噴

火8月の計算結果） 

 
3.3 降灰後の土石流 

 想定された降灰影響範囲のうち，降灰堆積厚が10cm以

上の渓流を対象として降灰後の土石流による被害想定計算

をした（図-3）．計算に与えた雨量は磐梯山周辺の雨量観測

所をティーセン分割から全ての渓流がアメダス観測所（猪

苗代）で代表されたため，アメダス観測所（猪苗代）の雨

量データを基に，これまで検討された100年超過確率規模

と比較して雨量を設定した．計算に与えた雨量は100年超

過確率で164.8mm，2年超過確率で164.8mmを与えた． 

 
図-3 降灰後の土石流の想定到達範囲（最大流動深）（水蒸

気噴火とマグマ噴火：100年超過確率） 

 
４．おわりに 

 本報告は，磐梯山火山噴火緊急減災砂防計画の検討の中

間報告である．磐梯山周辺の関係市町村は火山砂防フォー

ラム等，磐梯山に関する火山災害について積極的に学習し

ている地域であり，磐梯山火山噴火緊急減災砂防計画をと

りまとめるとともに，地域防災に役立てるよう今後とも地

域と一体となって取り組みを進めていきたい． 
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噴煙高度
（火口からの高さ）

総噴出量

(m) (億kg)

小規模水蒸気噴火 西 5,000 20

水蒸気噴火 西 7,000 600

マグマ噴火 西 7,000 600

※総流出量は，噴出量に見かけ密度を乗じた値である．

噴火規模 風向 備考

最大粒径，最小粒径，平均粒径，
粒径の標準偏差，岩片密度は
Tephra2計算モデルの推奨値，軽

石密度は1,000kg/m
3
を適用．
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